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○３月９日～ 

 

 先週２日に米国がＦＯＭＣを待たずに利下げに動いたことで円高方向へ相場が動いてい

ます。流れとしては、円高の流れが続くのではないでしょうか。 

ＮＹダウは底打ちしましたが日経平均は安値更新の動きとなっており、底打ち安心感がま

だ出ていません。 

ドル／円と日経平均の底打ちを確認するまでは慎重に考えないと危険です。 

２月、３月の経済統計の数字が出てくると再度、株が大崩れというシナリオも想定してお

かないといけない状況となってきました。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円はあっさりと１０５円まで落ちてきました。次のサポートは昨年８月と年初の

安値の１０４．４円あたり。このレートは過去に３回底値をつけているため重要。 

もし、ここを割り込めば円高リスクがさらに高まります。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も下げています。 

長期的にもチャートを見ると下がっていきそうなペアがほとんどです。 

戻り売り戦略も考えた方がよさそうです。 

   

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１月貿易収支、１０－１２月期ＧＤＰ（改定値）などがあります。 

米国では消費者物価指数、卸売物価指数、ミシガン大学消費者信頼感指数などが発表され

ます。 

欧州ではドイツとユーロ圏で鉱工業生産、ドイツで消費者物価指数、ユーロ圏で１０－１

２月期ＧＤＰ（確定値）、ＥＣＢ政策金利発表、ラガルド・ＥＣＢ総裁定例記者会見などが

あります。 

ほかには、中国で消費者物価指数、英国で１月月次ＧＤＰの発表などがあります。  


